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         立会演説会 
 先日の学年通信でも紹介したように、今日１２／７（金）は立会演説会・生徒

会選挙の日です。すでに朝のあいさつ運動や学級訪問で、どんな人が立候補する

のか知っていると思いますが、立候補する人たちにとって、とても大切な日にな

ります。それと同時に、みんなにとっても大切な日になります。来年の二見中生

徒会の中心になる人たちの選挙なので、責任をもって投票する義務があります。

二大行事や送る会などの行事、日常の取り組みを、充実したものにするために

は、生徒会総務が中心となり、生徒会の一員であるみんなの協力が必要になり

ます。この選挙がこれからの１年に大きく影響します。みんなのために立候補

してくれている人たちの話をしっかり聞き、責任をもって投票しましょう。 
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丁寧にノートをとっていますか？ 
授業ノートを見ていると、丁寧にとっている人、雑な字を書いている人、ノートをきれい

にとることに重点を置いている人・・・さまざまな人がいます。今のままで充分な人もいる

と思いますが、工夫をすれば良くなるかもという人もいると思いますので、参考までに紹介

しておきます。あくまでも参考です。試してみようと思う人は実践してみてください。 

 

『中学生の成績が上がる教科別ノートの取り方』より 

《国語編》 ノートは練習台としてがんがん使いこなす 

          ポイント：日々、丁寧に書く習慣が国語力をアップ！ 

 ノート術を語るときに、必ず出てくるのが、ノートはきれいに書くべきか否かという議論。 

文字が乱雑な子は成績も伸びないと言う人もいれば、いや、案外なぐり書きのノートの子の

方が成績がいい場合が多いという人もいます。実際はどうなのでしょう。 

 教科にもよるし、ノートの目的、たとえば授業ノートなのかまとめノートなのかによって

も違うので一概には言えません。しかし、国語の場合に限って言えば、やはりていねいに書

いている子の方が伸びると断言できるでしょう。 

                               （１１７号へつづく） 

みんなで花を咲かせよう 


